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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い

市
の
非
常
勤
雇
用
職
員
の
賃

金
等
の
格
差
改
善
が
必
要
で

あ
る
。
職
員
の
賃
金
改
定
と

同
様
に
改
善
を
行
う
の
か
。

答  

常
勤
職
員
の
給
与
改
定

に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
４
月

に
遡
っ
て
の
支
給
は
事
務
処

理
上
の
課
題
が
あ
る
。
勤
勉

手
当
は
法
改
正
に
よ
り
令
和

６
年
度
か
ら
支
給
可
能
と

な
っ
た
。
遡
及
改
定
の
在
り

方
や
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　
意
欲
や
能
力
の
あ
る
女

性
職
員
の
登
用
を
阻
ん
で
い

る
職
場
慣
習
は
な
い
か
、
市

長
の
認
識
は
。

答　
男
性
管
理
職
員
の
「
無

意
識
の
偏
見
」
が
あ
り
啓
発

が
必
要
で
あ
る
。
市
の
女
性

管
理
職
の
割
合
は
非
常
に
低

く
改
善
し
た
い
。
そ
れ
が
組

織
と
し
て
当
た
り
前
の
形
に

な
る
よ
う
主
幹
級
以
上
の
目

標
数
値
や
主
査
級
へ
の
昇
任

試
験
等
見
直
し
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
の
女
性
幹
部
職
員

の
登
用
の
現
状
は
。

答　
主
幹
級
以
上
の
女
性
職

員
の
割
合
は
、
11
・
８
％
、

課
長
級
以
上
は
、４
・
０
％
で
、

近
隣
自
治
体
と
比
べ
低
い
状

況
で
あ
る
。

問　
女
性
職
員
の
登
用
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
き
た
の
か
。

答　
女
性
職
員
対
象
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
へ
派
遣

し
て
の
意
識
醸
成
や
、
国
の

自
治
大
学
校
に
積
極
的
に
派

遣
し
、
女
性
幹
部
職
員
の
育

成
に
努
め
て
き
た
。

問　
昨
年
６
月
に
も
質
問
を

し
た
が
、
改
善
が
見
え
な
い
。

そ
の
原
因
を
ど
う
捉
え
、
対

策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
原
因
と
し
て
、
業
務
の

負
担
増
や
責
任
の
重
さ
の
ほ

か
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
な
ど
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
へ
の
不

安
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
、
女
性
活
躍
推
進
の
意
識

啓
発
、
人
材
育
成
を
総
合
的

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ　

女
性
の
登
用
、
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
を

村	

田	

秀	

夫
（
日
本
共
産
党
）

あ
る
。
教
育
委
員
会
が
示
し

た
現
行
の
再
編
成
計
画
で
は
、

将
来
的
に
は
東
西
南
北
に
４

つ
の
義
務
教
育
学
校
ま
た
は
、

小
中
一
貫
校
を
設
置
す
る
と

し
て
い
る
が
、
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
が
想
定
よ
り
早
く

進
ん
で
い
る
た
め
、
現
行
の

計
画
の
ま
ま
進
む
と
、
20
年

後
は
中
学
校
で
１
学
年
２
学

級
程
度
と
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
必
要
適
正
規

模
は
３
学
級
と
し
て
い
る
た

め
、
現
行
の
再
編
成
計
画
で

は
適
正
規
模
と
は
言
え
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
20
年
後
、

２
０
４
３
年
の
未
来
の
姿
を

思
い
描
け
ば
、
義
務
教
育
学

校
は
４
校
で
な
く
、
３
校
と

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

教
育
委
員
会
と
は
基
本
的
な

方
向
性
と
思
い
は
共
有
し
て

お
り
、
具
体
的
な
案
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
が
し
っ

か
り
と
未
来
を
見
据
え
た
案

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

問　
行
田
市
長
の
考
え
る
義

務
教
育
学
校
は
、
行
田
市
に

何
校
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

何
校
で
あ
れ
ば
生
き
抜
く
力

の
育
成
が
可
能
だ
と
市
長
は

考
え
る
の
か
。
あ
く
ま
で
行

田
市
長
の
考
え
で
結
構
な
の

で
、
ぜ
ひ
一
歩
前
に
出
た
力

強
い
発
言
を
い
た
だ
き
た
い
。

答　
学
校
が
適
正
規
模
で
あ

り
、
適
正
な
児
童
・
生
徒
数

が
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
日
々
、
自
分

と
は
異
な
る
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
と
い
う
も
の
を
学
ん
で

い
く
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

切
磋
琢
磨
さ
れ
て
、
よ
い
意

味
で
の
競
争
も
生
じ
、
学
力

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
、
学
校
は
そ
う
い
う
場
だ

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ク

ラ
ス
替
え
が
必
要
な
規
模
で

あ
る
こ
と
も
維
持
さ
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
部
活
に
つ

い
て
も
選
択
で
き
る
よ
う
な

状
態
が
望
ま
し
く
、
あ
る
一

定
規
模
が
学
校
に
は
必
要
で

学
校
再
編
成
に
つ
い
て

行
田
市
長
に
問
う

町	

田	　

光
（
令
和
研
究
会
）

要
と
し
て
い
る
個
人
や
団
体

へ
寄
付
す
る
事
業
を
昨
年
７

月
か
ら
開
始
し
、
寄
付
の
普

及
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

問　
企
業
・
商
店
か
ら
提
供

さ
れ
た
食
料
品
等
を
地
域
に

設
置
さ
れ
た
冷
蔵
庫
や
冷
凍

庫
で
保
管
し
、
随
時
提
供
す

る
公
共
冷
蔵
庫
の
設
置
や
運

営
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答  

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
商
工
会

議
所
な
ど
が
設
置
者
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
先
進
自

治
体
の
取
組
状
況
に
注
視
し
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
野
菜
等
の
色
や
形
に
お

け
る
規
格
外
品
や
、
出
荷
や

加
工
前
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品

ロ
ス
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
本
市
及
び
株
式
会
社
カ

イ
ン
ズ
、
市
内
農
家
が
連
携

し
、
く
み
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
し
て
、
規
格
外
農
産
物

の
販
売
等
も
行
っ
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

日
本
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
、

い
わ
ゆ
る
食
品
ロ
ス
は
約
６

１
２
万
ト
ン
と
言
わ
れ
、
大

切
な
資
源
の
有
効
活
用
や
環

境
負
荷
へ
の
考
慮
か
ら
、
地

域
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
を
減

ら
す
取
組
は
大
変
重
要
で
あ

る
。

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
等
を
利
用
し
、
飲
食
店

や
小
売
店
で
閉
店
間
際
に
残

る
料
理
や
食
材
等
を
消
費
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
フ
ー

ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
展
開
を

支
援
す
る
こ
と
も
有
意
義
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
有

効
な
取
組
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
本
市
で
の

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
活
動
状
況
は
。

答　
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

力
し
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る

日
用
品
や
食
料
品
を
市
役
所

等
へ
持
参
し
て
も
ら
い
、
必

食
品
ロ
ス
削
減
につ

い
て

大	

屋	　

彰
（
公
明
党
）


